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面会に関する家族の意識調査
10階東　○秋吉美穂子　田辺　佐野　下田
1　はじめに
　10東病棟では開院以来、週4回（火・木・土・日・
祝祭日）の隔日面会を実施してきた。その理由として
大きく2っのことが挙げられる。
　第1に、外界との接触を制限することによって、感
染を予防することである。感染症の併発（風邪、流行
性疾患等）により治療や検査が予定通りに進行しない
ことがまれにある。隔日の面会と、小学生以下の面会
制限により、それらを防ぐという目的で実施された。
　第2に、遠隔地からの入院患者の家族に対する配慮
が挙げられる。しかし、これらの理由がはたして有効
なのであろうかという疑問が生じた。家族からも面会
の拡大を希望する声がたびたびきかれる。これらをふ
まえた上で、改めて隔日面会の妥当性と小児の面会の
意義を検討する必要があると考えた。そこで、第1に
面会に対する家族の意識を知ることにより、面会のあ
り方を検討する一資料としたいと考えた。なお面会と
感染との関連性については、次回の研究に続けたいと
考える。
ll研究方法
①我々は無記名回答質問紙法（選択肢及び記述型）
　　によるアンケート調査を実施した
②次のような期間で実施した
　平成5年8月11日～9月11日
③次のような対象で実施した
　平成4年4月1日～5年9月10日現在1週間以上
　入院の患者の家族　185名
④回収率　66．5％（123名）
皿　結果と考察
　今回アンケート調査を実施するにあたり、我々は従
来の隔日面会を希望する回答が多いことを予測してい
た。その理由として、大きく以下の3つのことが挙げ
られる。1つめに、兄弟の世話をする人がいないので
はないかと考える。それは面会中の家族から、「兄弟
を親元から離せないため病棟内へ入れてほしい」　「家
で待たせているため早く帰宅する、または面会できな
い」という声がたびたびきかれるからである。次に、
両親の仕事の都合がつかないということが考えられる。
仕事の都合がつく日と規定の曜日が一致しないために、
面会できない家族が多数見うけられたからである。3
つめに、家が遠いことが挙げられる。これは、隔日面
会を実施した当初の大きな理由でもあり、家族の体力
的・経済的な負担があると考えたからである。
　1）兄弟と面会の関係
　表1．3．8より、核家族化が進んでいるために、子供
の面倒を見る人が親以外おらず、何らかの方法をとっ
て面会に訪れていることがわかる。両親のどちらかが
家に残る場合や兄弟をロビーで待機させている場合、
交代で面会しなければならないため、両親同時に童児
に面会できない。また、児のみを待機させている場合
への不安の声もある。知人や施設へ預けてまでも毎回
面会することは、かなり負担なようだ。以上のことよ
り兄弟の有無が面会へ及ぼす影響は大きいことがわか
る。
　2）母の仕事と面会の関係
　表1．2．4．8より、仕事と家庭をもつ母も時間をつく
り、大半が毎回面会している。しかし、仕事、家事、
育児に伴う体力、時間を考えると、毎日面会するには
負担が大きく、隔日面会が良いという回答が圧倒的に
多い。しかし、専業主婦で子供は患児のみという背景
でも毎日面会するには、　「子供が慣れない」「甘えが
出る」等の理由から隔日面会を希望する声も多い。
　以上のことをふまえた上でも家庭と仕事の両立及び
児の入院がおよぼす母親への影響は大きいことがわか
る。
　3）来院所要時間と面会の関係
　表1．5．8より、平成4年9月から現在入院中の患児
320人中車外からの入院は27．8％、23区外を含めると
39％にのぼる。病院までの交通の便が良いにもかかわ
らず、大半が往復2時間以上を要している。我が病棟
の面会時間（15。～1go）を考慮すると、1日がかり
の外出となる。これらのことより、遠隔地からの入院
患者の家族にとつでは、隔日面会は妥当であると考え
られる。
　以上の3つの結果から、できるだけ毎日面会に訪れ
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ようとする家族の気持ちがうかがえると共に、その一
方では、児の入院に伴い家庭への影響が考えられる。
病気の子供にかかりきりになる母親の存在は、家庭の
他の構成員の要求を犠牲にすることが多い。家庭のそ
れまでの生活様式では対処できないような状況になる
のだろう。
　したがって　隔日の面会を希望するだろうと予測し
た3つの理由は明確であった。
　1）西元によると、小児の入院における面会の意義に
は、以下のことが挙げられる。①母子接触をはかり、
母子双方の分離不安を緩和する。②医療チームと、家
族がコミュニケーションを図り、入院児に関する連絡
相談・説明などを行う。③入院児と家族へ実際的な健
康教育や退院指導を行う。④病院や病棟の機能を理解
し、地域活動や家庭生活に活用する。⑤同じ悩みを持
つ家族（親）同志の仲間づくりをして協力体制をつく
る。
〈表2＞1日おきの面会では不都合だと感じること
　　　　　　　　　　　　　　　　　（123名中）
①子供の様子を毎日知りたい
②不都合に感じたことがない
③児にとってストレス
④主治医とのコンタクトが
　　　　　　　とりにくい
⑤都合のつく日が面会日
　　　　　　と重ならない
〈表3＞兄弟と面会との関係
45名
40名
34名
20名
30名
（重複回
V　おわりに
　家族に強制することなく、しかも、小児にとって家
族、特に母親とのつながりを良い方法で継続してゆく
にはどうすればよいか。入院中の小児には単なる面会
ではなく、小児にとっても家族にとっても良い関係を
保つたあに、活用する必要がある。このことを考慮し
て対応してゆきたい。
①両親以外に兄弟の世話ができる同居人の有無
いる　24％ いない　　76％
②兄弟の年令層
乳幼児　38％　　乳幼児と学童20％　　学童のみ　　42％
〈引用文献＞
1）西元勝子、　「小児の入院における面会の意義」、
　小児看護、1992年10月号、1427p
③面会中兄弟はどのように過ごしたか
　a）両親のどちからが家に残った　b）留守番
　c）ロビーで待たせた　d）知人・友人に預けた
　e）親せきに預けた　f）ベビーシッター
アンケート結果 1）乳幼児のいる家族
〈表1＞1上おきの面会で良かったと思う理由
　　　　　　　　　　　　　　　　（123名中）
①子供が早く入院生活に
　　　　　　　慣れるから
②家族がいるので毎日家を
　　　　空けられないから
③家が遠いから
a　24％ c　32％ d　12％1　e　ee％　lf　9％
70名
61名
42名
39名
35名
（重複回答）
2）乳幼児と学童のいる家族
a　27％　lb　17％c　27％ d　17％　le　12％
④毎日では体力が
　　　　　　続かないから
⑤仕事の都合で毎日面会
　　　　　　できないから
3）学童のみの家族
a　18％ b　40％ c26％　ld8SleS％
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〈表4＞母の仕事と面会の関係
仕事を
〈表7＞隔日面会に対する影響のコメント（記述式）
している　30％ していない　70％
①面会回数について
　仕事をしている母
　仕事をしていない母
②面会希望
　仕事をしている母
毎回した　68％　　　32％
毎回した　90％　　　10％
①早く慣れる（児が）
②体力的に余裕ができた
③家の用事ができる
④精神的に強くなる
⑤集団生活が学べる
⑥治療に専念できる
①ストレスがたまる
②ホームシックになる
③親が不安
④特に問題なし
釦5％ 碗5％
＜表8＞毎日面会であった場合の影響のコメント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記述式）
隔日　90％
仕事をしていない母毎晒1　隔日　55％　幽
③面会に来た人・ 他
母　92％ 父7％
①子供が安心する、
　喜ぶ
②ストレスが軽減する
③治療に専念できる
①体力が続かない
②仕事の都合がっかない
③預けている所に迷惑が
　がかかる
④家事に支障をきたす
⑤兄弟に接する時間がな
　い
く表5＞来院所要時間と面会の関係
23区内41％ 23区外　20％　　　都外　39％
2時間以上　52％ 1・N・th　M％　1．11％　1，11％
3紛～lh　3紛以内
〈表6＞面会希望
毎日18％ 隔日65％ その他17％
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